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≪カナダとの交換を終えて≫  ED 堀 夏江 

 2 年前ハミルトン＆バーリ

ントンクラブを訪ね楽しい

交流をしてきました。 

私を泊めてくださったネ

イルさんとフランさん夫妻

は、いつも忙しくしていた様子が印象に残って

います。ED としてどのプログラムにも参加し、

本当に一生懸命でした。滞在を楽しんだ後、再

会を約束して帰ってきました。 

今度は私がEDとして彼等にステイしてもら

う予定で楽しみにしていたところ、彼等は来な

いとメールが入りがっかり。カナダにいた時は

会ったことが無かったEDのパットさんとカナ

ダでは小林さんのホストだったジギーさんが

ステイすることになり、また新しい友達がカナ

ダに出来ました。ジギーさんは優しくて本当に

良い人、パットさんはあまり冗談を言わないけ

どしっかりと物事を進める人でした。私なりに

頑張ってどのプログラムにも参加し、交換を楽

しむことが出来ました。 

いつも思うことですが、交換は皆さんの協力

があって出来ることで、今回も皆さんに協力し

て頂いて大変助かりました。本当にありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 加藤会長が今年度の総会で提案した「多くの会員が会の運営に携わり、イベントを企画し、多く

の会員の活動への参加の機会を生み出そう」という方針が具体的に実施され、すでに 3 つのイベ

ントが成功裏に終わった。どの担当者もイベントの成功を願い、真剣に進めて行く中でそれを応援

する会員の姿にこの企画の目的達成に着実な一歩を踏み出したような実感を受ける。これからも計

画されている幾つかのプログラムが会の活性化につながっていけば幸いである。 春のカナダ受け

入れ交換の成功は日頃の FF 愛知の活動の積み上げの成果だとあらためて皆が確信した。 

 
≪Hamilton & Burlington Club 交換≫ 

会長 加藤紀子 

今回の交換は 2 年前に訪れたカナダのク

ラブを今度は愛知が迎える相互訪問の良い

例になった。空港で出迎えた時から始まった

同窓会のような雰囲気は最後まで続いた。 

カナダのアンバサダーと初めて出会った

会員もその雰囲気にすっかり溶け込み、交流

を楽しむことができたようだ。これも交流の

積み重ねの良さであろう。 

アンバサダー 22 名にホスト 12 名、デイ

ホスト 12 名、アッシー君 5 名、その他ディ

ナーホストにプログラム スタッフ 12 名、

等々、交流活動に参加した会員は延べ 80 名

で活気のある交換となった。ハイライトはフ

ェアウエル パーティーの席上でカナダ側か

ら東北大震災への「ツナミ ドウネイション」

を受けた時である。楽しい中にも苦しんでい

る人々への思いやりを示された行為には感

動すると同時にさりげない行動に学ぶもの

があった。1 年ぶりに行われた交換を通して

お互いに FF の温かい友情と交流の楽しさを

再確認する機会になった。     

 

4/6 フェアウェル パーティー：担当 加藤・沢野井 
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カ ナ ダ 交 流 

≪Hamilton & Burlington Club 交換の 1週間≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

≪初めてホストをして  小竹和子≫ 
初めての、ホストの経験でしたが、何とか無事

に、終える事が出来ました。そして先日アンディ
ーさんから、うれしいお礼のメールを頂きました。
私も、とても嬉しく、そしてとても、いい気分に、
なりました。ホストする喜びは、これなんだと思
いました。 
 朝食の時、定番のパン、コーヒー、果物、ハムエ
ッグ、ヨーグルトなどの他に、ほうれん草や小松

菜などのおしたしを出したところ、おいしい、お
いしいと言って毎日喜んで食べてくれました。こ
れは意外でした。もうひとつ・・・「洗濯物があり
ましたら」と、声を掛けたけた所、「嬉しい、助か
ります」と言われ、ビニール袋に 2 人分のパンツ
と靴下が、どっと来ました。これにも驚きました。 
 ホストをして感じた事はこんな所です。 そして、
1 週間違う生活が出来るのも、ちょっといいかも。

≪From Janis and Andrew, Canada≫ 
Thank you again for the wonderful week in 

Nagoya and Tokishi. It was very good to see you 
and Kyouko again.  You were both very 
considerate and helpful hosts.  We enjoyed 
everything about our visit.  We will especially 
remember to wonderful deep baths and the trip 

to the mountains for a hot tub in the 
Onsen.  Your club organized wonderful trips to 
Nagoya Castle and to Kyoto, but it was your 
hospitality that made the trip so 
special.  Please thanks your husband again for 
opening your house to us.

4/2 名古屋城見学とウエルカム ランチ：担当 竹中 加藤孝子 蟹江 

4/4 京都バスツアー：伏見稲荷 金閣寺 下賀茂神社：担当 白木 小林 

4/5 トヨタ テクノ ミュージアム & キリンビール見学：担当 橋本 山田 
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FF 愛知クラブ内イベント 

≪３月 14 日（水）FF 愛知のお雛様会 参加者 16 名 担当：林 伸子≫ 

お雛様会に参加してくださり有難うございま

した。天気も良く、恵那山、御

嶽山、中央アルプスがくっきり

と見えました。恵那、岩村、山

岡は長野県に近く緑豊かな町

です。冬は寒さの厳しい所です

が、人情味の熱い所です。 

 私は、恵那で、結婚する迄住

んでいました。特に岩村に行きますと、通りの

家が私の育った遠い昔の恵那の街並みを思い出

させます。私の心の故郷です。 

 加藤会長から FF 愛知のクラブ内イベントで

お雛様会のお話を頂いた時、ふと私

の頭に岩村が浮かんできました。こ

の町のお雛様を是非見ていただきた

いと思いました。皆様の心を感動さ

せる何かがあったと思います。  

どうぞまた、東濃地域（多治見、土

岐、瑞浪、恵那、中津川）をお訪ね

ください。豊かな自然と昔懐かしい町がお待ち

しています。必ず皆様の心の故郷になると思い

ます。 

                                   

  

 

 

 

 

≪5 月 23 日プラネタリュウムと昼食会 参加者 30 名 担当：久保 三郎≫ 

ドーム内径 35m の大きさとクオリティーで世

界一を誇るプラネタリュウム見学会を募ったと

ころ定員の 30名をはるかにオーバーして、人員

調整に苦労した。プラネタリュウムは 2011 年 3

月に名古屋市中区白川公園内の科学館にリニュ

ーアルオープンして以来連日長蛇の列で当日で

も見られない人が続出である。団体で予約を取

った方が個人で長時間並んで入館するよりも確

実と思われる。見学会の２日前（5月 21日）金

環日食の天体ショーがあり、これを中心に天体

について詳しい説明が補足され、美しい夜空を

眺めることが出来た。 

幾度見学しても、その都度違った神秘的な夜

空を眺めることが出来るので又の機会があれば

見学したい。 

参加の皆が満足して頂けたのをみると、担当

者として責任を果たした気分になりました。 
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お 知 ら せ と 報 告 

 
≪84 歳の誕生日を迎えた加藤八郎さん 
と 70 歳で博士号を取得した冨岡さん≫ 
 

 

 

 

 

 

い 

 

4月14日加藤紀子会長宅で開かれた半田山車

３祭りのパーティーには今年も多くの会員が

集まりました。恒例の加藤八郎さんの誕生日を

祝う会に加えて、この度 70 歳で博士号を取得

された冨岡さんを皆で祝いました。加藤八郎さ

んは今もFF愛知の英語の第一人者であります。

冨岡さんは役員会ではリーダーシップを発揮

して会をまとめ、現在なお研究活動を続けつつ

大学では研究者で、いつも忙しい日々を送って

おられます。お二人に共通することは今日に至

るまで FF 愛知で責任ある仕事に長く携わられ

ている事です。（冨岡さんの研究テーマは中空

粒子―詳しくはネットで検索ください） 

≪秋のデトロイト受け入れ交換≫  

11 月 5 日(月)―11 日(日) 

Greater Detroit Club から 18名のアンバサダ-

が愛知を訪れます。2年前のワシントン世界大会

に出席した愛知クラブの会員 6 名が大会後のホ

ームステイで楽しい交流をしたクラブです。ホス

ト、デイホスト、ディナーホスト、送迎係、プロ

グラムスタッフを募集します。交換を多くの会員

で楽しみたいと考えております。皆様の参加、ご

協力をお願いします。 

ご協力くださる方は事務局、EDまでご連絡くだ

さい。ED 鷹野晴子（Tel.0562-83-8341）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 

編集・発行 FF 愛知  会 長：加藤紀子  puppy-nk@cac-net.ne.jp 

 

事務局：西村貴美子 kk-nishi@ma.medis.ne.jp 

〒478-0001 

愛知県知多市八幡字笹廻間 12-199 Tel. & Fax 0562-34-0890   

 

ニューズレター編集・製作：  鷹野晴子  htkn@ma.medias.ne.jp 

ホームページ http://ffaichi.web.fc2.com/  

≪フレンドシップ フォース 35 回世界大会≫ 

広島 10 月 31-11 月 2 日 

愛知クラブからは現在 18 名が参加予定で

す。デトロイトクラブから 7 名のアンバサダー

が広島大会に参加します。デトロイトでは我々

をホストされた方々ですから大会中ワークシ

ョップ、ツアーなどで愛知クラブの会員との親

しい交流が期待されます。 

大会終了後 7 名は 11 月 5 日から始まる愛知

クラブとの交換に参加するため愛知に移動し

ます。 

≪中部ブロック会議 報告≫ 

土居陽子 

静岡クラブ主催 6月 2日  

出席者：50 名 

今回は加藤会長の代行としてブロック会議に

出席しました。どのクラブも会員の高齢化の問題

を抱え、「若いメンバーの会の運営参加を望む」

という意見が出された。昨年訪問したイギリス、

ドイツにおいても同じ問題を感じました。国際レ

ベルにおいても同じ問題を抱えていると思いま

す。では FF における「若い年代とは何歳を指す

のか」・・・・「理想的には 50 代だが 60 歳前半と

いうのが現実だ」ということでした。 

主な協議事項 

１．Global Exchange について―是非と問題点 

 ・問題の発生を防ぐためルール作りが必要 

 ・参加する場合は所属クラブの了解が必要 

 ・渡航クラブは他クラブへ募集をする場合先

ず受け入れクラブの事前了解を求める 

２．国内交流について 

 ・どのクラブも交流に意義を感じ、今後積極

的に取り入れていく方向である 

３．中部 FR (Field Representative) の交代 

大西会長（奈良ク）→ 森本会長（大阪ク） 
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